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４． 唐船海岸再生のための対策検討の方向性 

 ぬかるみ発生原因の推定に基づき、対策検討の方向性を検討する。対策は、現状で堆積している”ぬかるみ”の解消と今後のぬかるみの発生原因の解消の二つの視点で検討する必要があるが、現時点での情報不足

を勘案し、当面”本対策”を確実に実施するための不足情報の取得と、海水浴場開場に向けた暫定対策の検討を並行して検討することとする。 
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